
大学卒業後「研究を極めよう」

と考え昭和電工に入社。研究に燃

えていたが、結婚後にすぐ妊娠。

迷わず子供を選んだ。「女性だか

ら、結婚、子供を産まなければいけないとい

うことはない。ただ社会人、家庭人という面

がある方がハッピー。子供がいる方がよりハ

ッピーかもしれません」と笑う。

育児中、調剤薬局に勤務し、「お店の経営

は結構面白いかもしれないと感じ始めた」。

そんなときに機会を得て独立、会社組織を勧

められ「社長という肩書きも付いちゃったん

です」と極めて自然体だ。1998年、神奈川県

横浜市鶴見区の商店街の一角に開業。その後、

商店街にクリニックを誘致、結果的には８科

目の診療科が集まって、通りは“ナイチンゲ

ール・ストリート”と名付けられ、後の「タ

ウン・ヘルスケアステーション構想」のベー

スとなる。「古い商店街を地域医療と介護の

拠点にしてしまおう」という大胆な構想だ。

既に06年１月、横浜市に高齢者と子供を対象

にした“複合型デイケアセンター”を作った。

社会貢献度も高く、いわばボランティア的な

事業でもある。

その一方、薬局のフランチャイズ（ＦＣ）

ビジネスを始めた。厳しい経営を迫られてい

る小規模薬局に対し「生き残りのノウハウを

提供する」。世界８カ国で展開する世界的な

薬局フランチャイザー「メディスンショップ」

（米国）からライセンス取得、04年から「メ

ディスンショップ・ジャパン」を立ち上げた。

こちらは“雇われ社長”だ。

このように谷口さんは一歩先を見据えた事

業展開を進めているが「薬剤師も小売業だけ

でなく、起業家になれる時代。研究者になろ

うとした人間が薬剤師として、しかも会社を

興したことで起業家賞をいただき、いまはボ

ランティア的活動や公務のお役目もいただ

き、そこでまた勉強させていただいていると

思っています」と話す。

最後に「薬学という学問は本当に幅広い。

職業も含め、非常に幅広い活動の場があると

思う。６年間という時間を費やすわけだから、

その後の人生を計画的にチャレンジしてくれ

ればいいなと思います。ナンバーワンより、

オンリーワンにこだわりましょう」と話す。
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今から25年前に共立薬科大学を卒業し、民間企業に就職。研究者を目

指した谷口郁子（ふみこ）さんだったが結婚、妊娠を機に退職。子育て中、

調剤薬局に２年ほど務めた29歳の時、自らが社長となり「調剤薬局」を

立ち上げた。今ではイムノグループ５社の代表として調剤薬局経営、介

護支援事業、病院などの経営コンサルティング、薬局ＦＣ事業等と幅広

い事業を指揮する。2002年にザ・スターグループ主催、世界的な多数の

企業がスポンサーの「世界優秀女性起業家賞」を受賞。当時、国内受賞者

は15人だったが歴代最年少、規制だらけの医療関連業種では初受賞であ

った。その後“公職”は内閣府男女共同参画局チャレンジ支援ネットワ

ーク委員をはじめとし、公私にわたり肩書きは名刺に書き切れないほど

だ。そんな谷口さんは「私の自慢は、いい人に恵まれていること」と語る。
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世界優秀女性起業家賞
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